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令和8年6月10日 

  令和８年３月期 決算概要   

（第６９期） 
                                                                                          

１．決算取締役会開催日 令和８年６月１０日  会 社 名       江間忠木材株式会社  

  本社所在地       東京都中央区晴海3-3-3  

２．定時株主総会開催日  令和８年６月２２日               https://emachu.co.jp  

         決 算 期          年１回  ３月３１日  責任者役職名 執行役員 経理部長  

         連結決算の有無     無  氏 名       石黒 達也  

         中間配当制度            無  Ｔ Ｅ Ｌ       (03)3533-8221  

 

３．当 期 の 業 績          （令和７年４月１日～令和８年３月３１日） 

(1) 経営成績 (注)記載金額は百万円未満を四捨五入して表示しております。 
                  
   対前期  対前期  対前期  

  売上高 増減率 営業利益 増減率 経常利益 増減率  

        百万円     %       百万円    %       百万円     % 

  当 期 17,007  （20.6) 511 （45.2） 560  （38.5）     

      

  前 期 14,097  （12.4) 352 （12.8) 405  （ 5.4）  
                                                                                          
   対前期 １株当たり 自 己 資 本  

  当期純利益 増減率 当期純利益 当期純利益率  

        百万円     %         円  銭     % 

  当 期 375  (37.1) 4,803.87 8.70  

            

  前 期 273  ( 4.3） 3,504.40 6.74  
 
（注）自己資本当期純利益率は、純資産の部合計の期首と期末の単純平均で除して算出しております。 

 

 (2) 配当状況                                                                         

   １株当たり  配当金総額  配 当 性 向       純 資  産  

   年間配当金    配 当 率  

         円        百万円         %         %  

  当 期 2,400 187.20 50.0 4.1  

       

  前 期 1,750 136.50 49.9 3.3  
 
 
(3) 財政状況                                                                           

    総 資 産       純 資 産 自己資本比率   1株当たり純資産  

         百万円        百万円        %       円  銭  

  当 期 8,701  4,514     51.9  57,876.85  

       

  前 期 8,954    4,103     45.8  52,598.37  

（注）期末発行済株式数 当期 78,000株、前期 78,000株（1単元の株式数 100株） 
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４．分野別商品売上高 

区 分 主な取扱商品 

前期 
令和 6 年 4 月 １日から 

令和 7 年 3月 31 日まで 

    当期 
令和7年 4月 １日から 

令和 8 年 3 月 31 日まで 
前期比 

増減率 

売上高 構成比 売上高 構成比 

    百万円 ％ 百万円 ％ ％ 

製品 構造材・羽柄材・集成材用材他 7,003 50.1 8,920 52.8 27.4 

原木   507 3.6 789 4.7 55.6 

合板 針葉樹合板、特殊合板等 809 5.8 1,091 6.4 34.9 

繊維板 
パーティクルボード、ＭＤＦ、ハード

ボード 
1,980 14.2 1,333 7.9 △32.7 

国産材  1,387 9.9 1,873 11.1 35.0 

木造建築請負  1,381 9.9 1,748 10.3 26.6 

その他商品 
エステックウッド、不燃木材、その他

建材等 
923 6.6 1,145 6.8 24.1 

合     計 13,990 100.0 16,899 100.0 20.8 

 

５．事業の経過及び成果 

当期におけるわが国経済は、予断を許さない中東情勢、ロシア・ウクライナ紛争、米中関係、迷走する米国政

策など、国際情勢の変化を背景とした物価上昇等の影響を受けたものの、堅調な個人消費と企業業績を背景

に雇用・所得環境が改善し、総じてみれば緩やかに成長しました。 

住宅市場につきましては、複合的な要因により住宅着工が減速し、令和7年度の新設住宅着工戸数は71万1

千戸（前年度比12.9％減）と大幅な減少に転じました。その内訳は、注文住宅等の持家が19万5千戸(前年度比

12.6％減)、貸家が30万9千戸(前年度比13.5％減)、分譲住宅が20万1千戸(前年度比12.6％減)でした。 

 

この様な環境の中で、当社は 『国内外の木材を活かし、より良い生活空間を提供し、社会に貢献する』をスロ

ーガンとして掲げ、幅広い商材を扱うことで、多様化するお客様のニーズに対応できる営業体制の構築に注力

するとともに、江間忠グループの総合力を発揮した営業を展開して参りました。 

 この結果、当期の売上高は170億7百万円（前期比20.6％増）、経常利益5億60百万円（前期比38.5％増）、当

期純利益3億75百万円（前期比37.1％増）の増収増益となりました。主要商品別の概況は次の通りであります。 

 

製品 

現地挽き製品分野では、令和7年の4号特例縮小前の駆け込み需要の反動による軟調気配から一定の落ち着

きが見られ、北米、欧州、ロシア材製品ともに価格の大きな落ち込みはありませんでした。また、直需志向の営

業展開が軌道に乗ったことで、当分野全体の売上高は前期比27.4％増の89億20百万円となりました。 

 

原木 

原木分野は、カナダからの米松配船が3船と前期比で1船増加し、ドイツからのホワイトスプルースも取扱数量

が32コンテナへと倍増しまして、当分野全体の売上高は前期比55.6％増の7億89百万円となりました。 

 

合板 

合板分野は、国産合板メーカー主導による生産調整や価格維持の動きにより、需給バランスは保たれた中で

各地域のプレカット工場、ハウスメーカーとの継続的な成約が増えたことで、当分野全体の売上高は前期比

34.9％増の10億91百万円となりました。 
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繊維板 

メラミン化粧板は、ワナチャイ社製品のマンション収納メーカーへの販売が前期比28.2％増となりましたが、ユ

ニリン社製品の大手キッチンメーカーへの販売が大幅に減少して前期比42.3％減となり、当分野全体の売上高

は前期比32.7％減の13億33百万円となりました。 

 

国産材 

国産材は、各地域のプレカット工場、ハウスメーカーが円安の影響を受けない理由で、外材・現地挽き製品か

ら国産材へと仕様変更の流れを見越して行ってきた営業活動が功を奏し、当分野全体の売上高は前期比

35.0％増の18億73百万円となりました。 

 

木造建築請負 

木造建築請負分野は、東海と九州の両地域において地域最大級の木造建築物となる公共複合教育施設を完

成させました。また、総完成物件数は41物件と前期比3件増加し、当分野の売上高は前期比26.6％増の17億48

百万円となりました。 

  

その他商品 

主力商品のエステックウッドにおいては都市計画開発等で設置するベンチや外構ルーバーに採用される際、

計画区域や施主が所有する森林資源を有効利用する案件が増加、SDGｓやESG投資の面からも、環境に配慮

した木材利用への関心が高まってきております。 

木質内装資材突板シートEmmaPLUSにおいては、羽田空港第1ターミナル増築工事を完了させまして売上高

は前期比193.3％増の3億13百万円となりました。 

その他商品全体としての売上高は前期比24.1％増の11億45百万円となりました。 

 

６．会社が対処すべき課題 

 未だ中東情勢は沈静化の兆しが見えないまま、ホルムズ海峡の事実上の封鎖により原油の供給に加えて石

油由来原料の需給もタイトになり、ナフサ等石油製品価格の高騰はエネルギー関連業界のみならず、接着剤や

断熱材等住宅副資材の供給から住設什器製造業界、建設業界へも大きな影響を及ぼしてきております。また、

世界的なインフレ懸念による一段の金利上昇は更なる物価上昇に繋がるとの警戒感が漂っており、わが国経済

においても先行きは極めて不透明な状況が続くと見込まれます。 

住宅業界においては中長期的な人口減少による世帯数の減少を背景に、新設住宅着工戸数は明確な縮小

トレンドに突入しており、「量」から「質」へと大きな構造転換期にあると考えます。 

 令和7年に実施された4号特例の縮小と省エネ基準の適合義務化制度は、制度移行時に着工遅延等の混乱

がありましたが、整備が進み、令和8年は本格的に高性能住宅が新築、リフォームの主流となります。また、改正

クリーンウッド法の施行により、合法性確認への取り組みや、サプライチェーン全体での適正管理が義務付けら

れ、健全な木材、木質素材、更には建築物LCA制度義務化等、次々とカーボンニュートラル社会の実現に向け

た対応が求められます。 

このような、目まぐるしく変化する時代の事業環境下におきましては、これまでに培った経験と知識力、情報収

集力、即応力を発揮させて、変化を前提に立ち向かい、変化を力に、そして進化に繋げて参ります。 

また、木材専門企業として、『木材、木造、森の事なら江間忠に聞け』 と皆様より認めて頂き、信頼される企業

を目指すとともに、社員全員 『ONE EMACHU』 で新たな未来を創造して行く所存です。 

 

 これからも、お取引先および関係者の皆様との共存共栄を追求して参りますので、尚一層のご理解とご助力を

賜りますようお願い申し上げます。 
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７．役員の異動 

 当社の取締役並びに執行役員の任期は１年であり、全員が任期満了となります。 

 

 (1) 新任取締役（令和8年6月22日開催の定時株主総会及び取締役会で選任） 

   代表取締役会長    江間壮一 

   代表取締役社長    中稲八郎 

   取締役        江間亮三 

   取締役        河邊尚昭 

 

 (2) 新任執行役員（令和8年6月22日開催の取締役会で選任） 

   宮田雅夫 （専務執行役員） 

   長根 茂 （常務執行役員） 

   藤丸一郎 （常務執行役員） 

      髙橋信勝 

   山城 登 

   北村 裕 

   丸山善弘 

 

８．次期営業見通し 

  第70期（令和9年3月期）の営業計画は次の通りであります。 
 

項  目 売上高 営業利益 経常利益 

金 額（百万円） 15,946 427   385 

当期増減率 △6.2 %   △16.5 % △31.3 % 

 

以上 


